
講 演

1920年 代 の ドイ ツ表現 主義舞踊
一 バ ウハ ウス ・オ イ リュ トミー ・リ トミックな ど と関連 して一

ヨ ッヘ ン ・シ ュ ミ ッ ト

翻 訳 渡 辺 知 也

も し も1。年 前 に市 川雅 氏 が, 舞 踊 学 会 員 の 前 で

1920年 代 の ドイ ツ舞 踊 につ い て 講 演 す る よ う私 に

依 頼 な さっ た と した な らば, 私 は今 日 と同 じ くら

い喜 ん だ と思 い ます 。 しか し, や は りび っ く りも

した で し ょ う。 そ れ に は次 の 理 由 が あ り ます 。7O

年 代 の な か ほ どで私 た ち は, 先 々代 の代 表 的 な偉

大 な舞 踊 家 た ち の 弔 い を しな け れ ば な ら なか った

か らで す 。 ドー レ ・ホ イヤ ー(Dore Hoyer), ハ

ロ ル ド ・ク ロ イ ツベ ル ク(Harold Kreutzberg)が

1968年 に, メ リー ・ヴ ィ グマ ン(Mary Wigman)

が1973年, イ ヴ ォ ン ヌ ・ゲ オ ル ギ ー(Yvonne

Georgi)が1975に 亡 くな りま した。 現 在 まだ 生 き

て い る 人 とい う と, ヴ ァ レス カ ・ゲ ル ト(Valeska

Gert), グ レ ト ・パ ル カ(Gret Palucca), ク ル ト

・ヨー ス(Kurt Joooss)で す が, 彼 らは現 在, す

で に世 間か らず っ とは な れ た と ころ に お り ます 。

1970年 代 に は, 私 た ち は20年 代 の ドイツ舞 踊 につ

い て, ほ とん ど考 え た こ とが あ りませ ん で した 。

私 た ち は 身近 な 出来 事 に忙 殺 され て お り ま した 。

つ ま り, は な ば な し く活 動 を 始 め た 舞 踊 演 劇

(Tanztheater)の 新 しい 芸 術 に注 目 して い た わ け

で す 。

しか し, ま さ に こ の舞 踊 演 劇 の成 功 が, 私 た ち

の 目 を再 び20年 代 に向 け る よ う しむ け た わ け です 。

そ れ はお そ ら く, 私 た ち よ り も外 国 の方 が早 か っ

たの で は な い か と思 い ます 。ピナ ・バ ウ シ ュ(pina

Bausch), ラ イ ン ヒ ル ド ・ホ フ マ ン(Reinhild

Hotflnann)と い う回 り道 をへ て, 私 た ち は再 び, 

メ リー ・ヴ ィ グマ ン, ル ドル フ ・ラバ ン(Rudolf

vonLaban), ク ル ト ・ヨー ス に 関心 を もつ よ うに

な りま した。 私 た ちの 過 去 を新 し く研 究 しなお す

よ う に な っ た ので す 。

ヨー ロ ッパ にお い て も, ア メ リカ にお い て も, 

現 代 の ドイ ツ舞 踊 演 劇 の 振 付 家 た ち は, ヴ ィグ マ

ン, ク ロ イ ツベ ル ク, あ るい は ヨ ー ス, とい っ た

先 人 た ち の 遺 産 を直接 受 け継 い で い る と考 え られ

て い ます 。 バ ウ シ ュ とか, 彼 女 と肩 を並 べ て 仕 事

を して い る人 た ち は, 193。 年代 に発 展 が 中断 した

時 点 か ら, 引 き続 い て 活動 を始 め た と言 わ れ て い

ます が, これ は私 の考 え で は大 きな誤 解 で あ る と

思 い ます 。 た しか に, 現 在 の振 付 家 た ち は ドイ ッ

表 現 舞 踊 の著 名 な 師 の下 で勉 強 し ま した 。 ピナ ・

バ ウ シュ は エ ッセ ンの フ ォル ク ヴ ァ ン グ芸術 学 校

の クル ト ・ヨースの下 で, スザ ンネ ・リンケ

(Susanne Linke)は ベルリンのメリー ・ヴィグマ

ンの下で勉強したのです。 しかし, ドイツの若い

振付家たちにとっては, そのほかの影響も, 同じ

くらい, あるいはそれ以上 に重要で した。バ ウ

シュ, ホフマン, リンケそれにボーナーのいずれ

もニューヨークに滞在 し, そこでアメリカのモダ

ン ・ダンスを非常に熱心に勉強しました。20年代

におけるドイツ舞踊の影響は, アメリカという仲

介役 を通 して彼 らに受け継がれたといえます。

まった く別の仲介回路 を通 して, いやむしろ完全

に分断された形 として仲介され, 伝 えられたとも

言えます。

20年代の表現舞踊の芸術 と, 新 しい舞踊演劇の

芸術 とは本質的な点において, 次のような違いが

あります。20年代の芸術, 特にラバ ンのそれは, 

社会や共同体の中で踊っている個人というものの

芽生え, 開花を無批判に示 している, といえます。

それに対 して, 新 しい舞踊演劇は, 社会が各個人

に及ぼす影響あるいは強制力 といったものに対 し

て批判的に検討 していこうとしています。

現代の舞踊演劇が20年 代を手本 として引き継 ぎ, 

そこから切れ目なく次から次へ と作品を発展 して

いくと言 う見解はすこしおかしいのではないか, 

という気 もします。なぜならば, 私 もふ くめて, 

現在活動 している40歳前後の ドイツの振付家たち

は, 実際, 自分の目で20年 代の活動 を見たことが

ないからです。直接情報を得ようとしても非常に

難 しい問題点にぶつか ります。20年 代には, さし

て重要でもない芸術活動までも, きちんと記録に

残 してくれるほどに高度に発達 したビデオ技術が

ありませんで した。映画の技術 も非常に幼稚であ

り, 舞踊 というメディアに有効に使 うわけにはい

かない状態で した。20年 代の ドイッ舞踊について

の正確な映画資料はほとんどないに等 しい訳です。

私はそれに"も はや"と いう言葉をつけ加えたい

と思います。それはどういうことか といいます と, 

戦争中, あるいは戦後の混乱期にそ うした資料が

失われた, ということもあるからです。 もちろん, 

た くさんの写真, またその記録が残されてお りま

すが, 大きなまとまった形で動 きが一貫 した流れ

をもっている, そういった記録はほとんどあ りま

せん。現在見ることができるのは, い くつかの映
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画 の 断 片 で, 非 常 に欠 陥 が 多 く, 記 録 と して の価

値 が 損 な わ れ て お ります 。 そ れ に, ほ とん どが無

声 映 画 の 記 録 で あ り, オ リ ジ ナ ル の音 楽 を再 現 す

るの は難 しい, あ る い は ま っ た く不 可 能 な状 態 で

す 。 また, この 映 画 の 断 片 は, 今 日使 用 され て い

るス ピー ドで撮 影 され て い ませ ん。 正 確 に再 現 し

よ う と努 力 を払 っ た の で す が, ど う して も画 面 が

ち らつ き, 大 変 お か しな 動 き に な って しま い ます 。

ま じめ な芸 術 作 品 と して 資 料 を評 価 しよ う とす る

と, ど う して も間違 っ た 解 釈 をせ ざる を え な い危

険性 が生 じて くる わ け で す 。

私 た ち は現 在, 数 編 の 映 画 を再 現 し ま した 。

ウ ィー ンの 国立 オ ペ ラ劇 場 で は, 去 年, ヴ ィ ーゼ

ン ター ル姉 妹(Geschwister Wiesenthal)の 舞 踊 を

一 晩 物 の プ ロ グ ラ ム に再 編 成 しま した
。 これ は彼

女 た ちが か つ て踊 っ た もの の非 常 に よい 状 態 の 再

現 に な りま した。 重 要 な芸 術 作 品 の部 分 が, ほ ん

の わず か ば か りで はあ って も, 完 全 に我 々 に伝 え

られ てい る, そ うい っ た, 不 幸 中 の幸 い も時 々 は

あ ります 。 しか し, そ れ は ま っ た くの偶 然 な の で

す 。 イギ リス の 舞 踊研 究 家, ア ン ・ハ ッチ ン ソ ン

(Ann Hutchinson)が 当 時, ク ル ト ・ヨ ー ス の 作

品 の 振付 け記 録記 載 を決 心 して い なか っ た ら, あ

の 有 名 な, 「緑 の テ ー ブ ル 」 を含 め て, クル ト ・

ヨー スの 作 品 全部 が 失 わ れ て しま っ たで し ょう。

作 品再 編 成 の 際 に は, 専 門 家 た ちが, 本 物 を見

極 め るた め に議論 を し ます 。 オス カ ー ・シ ュ レ ン

マ ー(Oskar Schlemmers)の 「三 連 の バ レ ー」 は, 

当 時 の重 要 な舞 踊 作 品 の ひ とつ で あ っ た こ と に は

間違 い あ りませ ん が, 現 在, 二 つ の ま っ た く違 っ

た 表 現 方 法 が あ り ま す 。 ひ とつ は, イ ギ リ ス の

マ ー ガ レ ッ ト ・ハ ス テ ィ ン グ(Margarete

Hasting)が1970年 テ レ ビで 表 現 した もの, も う

ひ とつ は, ドイ ッ の振 付 家 ゲ ル ハ ル ト ・ボ ー ナ ー

(Gerhard Bohner)が1977年, ハ ンス ・ヨ ア ヒ ム

・ホ ス ペ ス(Hans Joachim Hospos)に よ る, 後

か ら作 曲 され た 音 楽 をつ け て, ベ ル リ ン芸 術 ア カ

デ ミー の た め に新 し く作 っ た もの で す 。(ド イ ッ

で は, 現 在, 日本 に も この 作 品 を解 釈 した もの が

あ る, とい う うわ さが 流 れ て お ります 。)両 者 は, 

そ れ ぞ れ, 自分 以 外 の 別 の 解 釈 が, オ リ ジ ナル を

歪 曲 して い る, 正 確 で な い, と主 張 して い ます 。

私 は, ボ ー ナ ー の表 現 の方 が気 に入 って い る と し

て も, こ こで 私 が 決 着 を つ け るべ き問題 で は あ り

ませ ん。 こ こ で, ハ ス テ ィ ン グ女 史 の古 い 方 の バ

リエ ー シ ョン を皆 様 に ご覧 い た だ き, そ れ ぞ れ 印

象 を持 っ てい た だ きた い と思 い ます 。
一 ビデ オ上 映一

私 は1920年 代 の 事 実 関 係 につ い て, 細 か くお話

をす るか わ りに, 情 報 資 料 の 価 値 につ い て あ ま り

に も長 くお 話 し して しま った の で は ない か, と も

思 い ます 。 しか し, ま こ と に 申 しわ け あ りませ ん

が, ここでもう少 し皆様に我慢をしていただきた

いのです。なぜなら, あの時代についてのこうし

た口頭での情報は, ある程度距離をおいて見なけ

ればならない, と思うからです。それは身近な政

治的理由から生 じることです。私たち ドイッ人は, 

特にナチズムの問題 について, 微妙な立場に立た

されてお ります。また, 20年代の表現舞踊が非常

に広範な意味で, ファシズムの歴史の一部に属 し

ているということ, これは残念ながら否定できな

い事実であります。

英雄的な舞踊のポーズ, 誤解されやすい発言や

文章表現の中に, ファシズム的な傾向が読みとら

れが ちです。あの人 も, あるいは彼女 もヒット

ラーが政権につ く10年前か ら, 進んでナチズムの

調子を出 していたのではないのか, と考えられも

します。

しか し, このような先入感に対 して疑いの目を

持つべ きです。一方, 実際それに関連 していた

人々がいます。彼 らは, 当時起こったことを片隅

に押 しや り, 今日では, 表現舞踊にナチの色がつ

いていたことを徹底的に否定するのですが, そう

した人々の発言に対 してもやは り疑いの目を持た

なければなりません。つまり, 二重の意味で疑っ

てかかることが必要なのです。

昨年の秋ベルリンで, メリー ・ヴィグマン会議, 

というものがありましたが, その時の発言に私た

ちは非常に驚きました。ヴィグマンの女の弟子た

ちは, ナチの時代 に舞踊が どんどんとイデオロ

ギーの中に組み込まれ, 人種差別的な英雄思想の

人間像を造ることに利用されたことを認めたくな

いのです。彼女たちは, ただひたすら踊っていた, 

それ以外のことは全 く考えなかった, と言うので

す。

さて, 前おきはこれ くらいにしておいて, す ぐ

に20年代の事に入れないとしても, 事実について

お話 ししていきたいと思います。20年代 というの

は, たいへん格好のよいレッテルであ り, 特にド

イツ表現舞踊にとってはひとつの時代以上のもの

があ ります。20年 代という時代が始まった時には

すでに表現舞踊は存在 しました。 しか し, この時

代が終わったと同時にその舞踊 も終わりをとげた

わけではあ りません。1918年, 第1次 世界大戦が

終結 し, 1933年, ナチ帝国が開始 しました。これ

が, 舞踊の時代のひとつの区切 りとなります。

ここで, いずれにせよごく簡単に19世紀に目を

むけてみる必要があ ります。1930年 代 に目をむけ

ることは, ここでは省略したいと思います。
"新 しい舞踊(D

er neue Tanz)"と いう言葉は

舞踊作家ブリッッ ・ベーメ(Fritz Bohme)が, 1926

年の著書 『舞踊芸術』の中で, 一項目を割いて次

のようにのべることか ら始まりました。

「"新しい舞踊"と は, 突然完成 したものとし
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て そ こ にあ っ た の で は な く, ず っ と さか の ぼ っ て

考 え て み なけ れ ば な らな い 。 つ ま り, そ こへ 行 く

まで の 過 程 にお け る基 礎 的 な エ ネ ル ギ ー とい う も

の を明 らか に しな け れ ば な らな い。」

果 た して, ど こ まで さ か の ぼ らね ば な らな い の

か, とい う こ とは, 当 時 の文 献 に見 られ る よ うに

非常 に議論 の 多 い 問 題 で した。 ベ ー メ は, ラバ ン

と まっ た く反 対 の 立 場 で, フラ ンス のバ レー改 革

者, ジ ャ ン ・ゲ オル グ ・ノ ヴ ェ ー ル(Jean Georges

Noverre 1727～1810)を 表 現 舞 踊 の 元 祖 と呼 ぶ

こ とに 異 論 を唱 え てお り ます。 彼 は ノ ヴ ェ ー ル と

同 時代, 18世 紀 後 半 の ドイ ッ の教 育 者 た ち を新 し

い舞 踊 運 動 の祖 と します 。 ペ ス タロ ッチ(Johann

Heinrich Pestalozzi), 体 操 の 父 ヤ ー ン(Friedrich

Ludwig Jahn), 詩 人 ノ ヴ ァ リス(Novalis), 哲 学

者 ヴ ィ ッ シ ャー(Friedrich Theodor von Vischer), 

そ れ か らニ ー チ ェ(Friedrich Nietzsche)も 入 っ て

い ます 。特 に ニ ー チ ェ は 『ツ ァラ ツス トラ はか く

語 り き』 の 中 の 「踊 ら な い 日 は失 わ れ た 日で あ

る」 とい う言 葉 で 有 名 です 。

チ ュ ー リ ンゲ ン地 方 の 教 授, ル ドル フ ・レ ン メ

ル(Rudolf Lemmel)は"新 しい 舞 踊"に 心 酔 し

た支 持 者 の ひ と りで あ り, 彼 は1928年 の 著 書 『新

しい舞 踊 』 に お い て そ の 源 泉 を体 操 の 父 ヤ ー ン, 

あ る い は19世 紀 初 頭 の 反 ナ ポ レ オ ン解 放 戦 争 に求

め て い ます 。 レ ンメ ル が 常 に批 判 的 に見 て い るの

は, 「体 操 は 軍 隊 の 予 備 学 校 で あ る」 とい う理 由

で ドイ ツ の体 操 が取 り扱 わ れ, 学校 教 育 の 中 に 組

み 込 ま れ て きた点 で す 。 なぜ な らば, この こ とか

ら, "戦 争 が ドイ ツ表 現 舞 踊 の 父 で あ る"と 考 え

られ て しま うこ とに な る か らで す 。

ル ドル フ ・ラバ ンは, 新 しい ドイ ツ舞 踊 の共 同

創 設 者 の ひ と りで あ り, また そ の 中枢 頭 脳 とい え

な くもあ りませ ん。 彼 は1926年 の雑 誌 「体 育 とダ

ンス の 舞 踊 」 の 中 で, あ る系 図 を示 して い ま す。

そ れ は, エ ミー ル ・ジ ャ ッ ク ・ダ ル ク ロ ー ズ

(Emile Jacgues Dalcroze)か ら出発 し, 一 方 で は

ア メ リ カ の 舞 踊 家 イ サ ドラ ・ダ ン カ ン(Isadore

Duncan)に, 他 方 で は体 操 の 分 野 で, オ ラ ン ダ

の 女 医 ベ ス ・ メ ン ゼ ン デ イ ッ ク(Bess

Mensendieck)に 枝 分 か れ して い る もの で す 。 そ

して, そ れ は, フ ラ ンス の教 育 者 フ ラ ン ソ ワ ・デ

ル サ ル ト(Francois Delsarte)へ つ な が っ て い ま

す 。 彼 は19世 紀 の 中葉 に, 人 間 の 身体 表 現 の可 能

性 を分 析 して い るの で す 。

すべ て の 舞 踊 資 料 につ い て い え るの は, そ こ に

は 肉体 の 再発 見 に対 す る異 常 な ほ ど強 い 感 動 が み

られ る こ とで す 。 新 しい 舞 踊 運 動 は, ス ポ ー ッか

ら ワ ン ダー ホ ー ゲ ル の 精 神 に至 る まで, 非 常 に広

範 囲 に普 及 して い ます 。 数 十 年, い や 数 百 年 に渡

り, 人 間 の 肉 体 は, 動 き たい, とい う 自然 の 衝 動

が あ る に もか か わ らず, 因 習 や 様 々 な強 制 に縛 ら

れていました。そこで肉体の自由が主張されるよ

うになったわけですが, それは, 肉体 を裸で示す

ことにもつながりました。

私は, この時代の文献 について話 してきました

が, そこには, 舞踊 している裸体が多 く描かれて

います。 これは決 して偶然ではないのです。これ

らの著者たちは, 裸体, そして新 しい肉体の自由

がエロチズムとはまったく関係がないことを説明

するのに躍起になっていました。 しかし, 現在私

たちがこれらを見ると, そのいくつかは滑稽でも

あり, 悪趣味でもあると思えます。 ここで当時の

映画記録をご覧いただきます。
-ビ デオ上映一

当時の新 しい肉体運動の代弁者, 先導者は, 舞

踊家であれ, そうでない者であれ, この運動につ

いて実に真剣に考えていました。彼 らにとって, 

肉体と舞踊に対する心情は, 一種, 宗教的なもの

で した。特にル ドルフ ・ラバンにおいてはそれが

明確です。彼は著書 『体操 と肉体』の中で, その

点を強調 しています。

「実生活から遊離 した処でのみ, 完全なる調和

と美 しさに夢中になると云 うことは, "窮すれば

通ずる"と いう考えと同様, つまらない, 薄弱な

ものです。しかし, 自ら動 くことができ, 自らの

内面から湧き出て くる生命力を感ずることができ

る人間にとっては, まった く別の意味を持つので

す。原始時代の記憶の宝庫から, いろいろな力の

新 しい波が押 し寄せてきます。常に新 しく生まれ

て くる生命の形の潮から, 源泉から, 動きから, 

何 というすばらしい宝物が湧 き上って くるので

しょう。私たちはそれを, 人間がまだオイリュ ト

ミー的に生 きていた時代の様々な記録の中から想

像することができます。しかし, その時代は終っ

てしまいましたし, 彼 らは我々の憧れの中に生 き

ているだけです。私たちがここで言えることは, 

現在体操をすることで, 目覚めることへの第一歩

がなされた, ということです。目覚めるというこ

とは我々の種族の運命の転換 と深 く関わりあって

います。では, この運命の転換 とは何でしょう。

それは, 人類の生活のなかで, 新 しいリズムの一

端が始まったことです。我々は, かつて古代には, 

反抗的若々しさにあふれ, 暴力的なもの, あるい

は, 非常 に原始的で単純な感性の喜びに夢中に

なっていました。その後, 理想を追 うことに夢中

になり, 完全な絶対性に傾倒 し, そこで魂の苦 し

み, 受動性というものの世界を味わうようになり

ました。全人類は, 苦悩を通 じて純化され, 個人

主義的なものを越えたところで共同体意識に向け

て努力するのです。」

このラバ ンの文章は, 私に言わせれば, 初期

ファシズムの文章, ということになります。ある

運動がファシズムの共同体意識の理想 と密接に結
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び つ い て お り, そ れ が そ の 後, ナ チ ズ ム に よ り, 

わ け な く彼 らの 理 念 に組 み 込 まれ て しま うの で す 。

そ の た め の前 提 条 件 を, この 文 章 は 表 して い ます 。

ここ で, イ デ オ ロギ ー 上 の 問題 全 般 か ら離 れ, 

舞 踊 の特 殊 性 に つ い て お 話 し した い と思 い ます 。

そ の理 念 の 出発 点 と して, イサ ドラ ・ダ ン カ ン を

避 け て通 る こ とは で き ない で し ょ う。 この ア メ リ

カ の独 学 の 舞 踊 家 は, ギ リ シ ャの衣 装 を身 に ま と

い, は だ しで 古 代 人 の 生 活感 情 や 動 きの理 想 体 形

を表 現 しよ う と試 み ま した 。 そ れ は ヨー ロ ッパ, 

特 に ドイ ツで 非 常 に大 きな反 響 を呼 び ま した 。 間

接 的 で はあ っ て も, 明確 に言 え る こ とは, ウ ィー

ンの ヴ ィー ゼ ン ター ル姉 妹 が, イサ ドラ ・ダ ン カ

ンの 踊 りを見 た だ けで な く, 彼 女 を 自分 た ち の手

本 と して刺 激 を受 け た こ と, そ して, ヴ ィー ゼ ン

ター ル姉 妹 は, 彼 女 た ち を見 た 若 い メ リ ー ・ヴ ィ

グマ ン を舞 踊 家 の 仕 事 に誘 い込 ん だ, とい う こ と

で す 。 これ は彼 女 た ち 自身 が言 っ て い る こ と なの

で す 。 ニ デ ィ ー ・イ ンペ コ ー フ ェ ン(Niddy

Inpekoven)は, 新 しい ドイ ツ舞 踊 の 先 駆 者 の ひ

と りで あ り, 詩 人 カジ ミー ル ・エ ッ ドシ ュ ミ ッ ト

(Kasimir Edschmid)は, 彼 女 を"中 世 の ケ ロ ビ

ン(Cherobin)"と 呼 ん で い ます 。 実 際 写 真 で 彼

女 を 見 ます と, 両 性 具 有 的要 素 が そ こ に あ る こ と

が わ か ります 。 そ の, イ ンペ コ ー フ ェ ンは, ダ ン

カ ンか ら決 定 的 な刺 激 を受 け ま した 。

一 方, ブ リ ッツ ・ベ ー メ の言 葉 をそ の ま ま借 り

る と, 「実 際 に 自分 の 目で 見 た もの か ら 肉 体 運 動

の シ ステ ム を抽 象 化 し, い ろい ろ な 経 験 を重 ね る

人 々 が い ます 。 そ の 中 に た とえ ば, シ ス テ ム を

作 っ た体 操 家 が い ます 。」 そ して そ の 人物 と は, 

ス イ ス人 の ジ ャ ック ・ダ ル ク ロー ズ で あ ります 。

彼 女 は1910年, ドレス デ ンの 近 郊 ヘ レ ラ オで, 体

操 ス タ ジ オ を開 き ま した。 こ こか ら, 新 しい 舞 踊

運 動 へ の 異 常 な 程 の 多 くの影 響 が 出 た の で す 。

ザ ー ル とい う川 の ほ と りの ハ レに あ る ダル ク ロー

ズ 学 校 の 教 師 ヘ ー ドヴ ィ ッ ヒ ・ノ ッ テ ボ ー ム

(Hedwig Nottebohm)は, 20代 中 ごろ, 次 の よ う

に書 い て い ます 。

「ダル ク ロ ー ズ は, 肉 体 を総 合 教 育 の 中心 点 に

置 い た初 め て の 人 で, 私 の考 え で は, 現 在 で も唯
一 の 人 で す 。 強 い 肉体 感 覚 に恵 まれ た 音 楽 家 に

とっ て, 音 楽 と 肉体 体 験 との 間 の密 接 な 関係 を新

た に発 見 す る こ とは, ま さに天 か らの贈 り物 です 。

こ れ まで 舞 踊 にお い て度 外 視 さ れ て きた音 楽 が, 

彼 に よ って 再 び正 統 な権 利 を確 得 し, そ れ に よ っ

て, 肉体 リズ ム の 進 行 形 態 が, 音 楽 リ ズ ムの それ

に組 み 入 れ られ る こ と に な りま した 。」

ノ ッテ ボ ー ム 夫 人 は さ ら に続 け ます 。

「他 方, ダル ク ロ ーズ は, 彼 の 生 徒 の い ず れ に

も, 肉体 リズ ム を最 大 限 自由 に動 か せ る こ と につ

い て い け る た め の 音 楽 の即 興 を要 求 し ます 。 そ こ

で, 常に変わる拍節の個々の拍子を練習する必要

性が出てきたのです。」

体操家ダルクローズと, 舞踊家ル ドルフ ・ラバ

ンとは, そのスター トからまった く違っています。

ラバ ンは, 1879年, プレスブルグ, 今のチェコス

ロバキア, ブラチスラバで生まれました。その後, 

パ リで, 絵画, 舞台装置, 俳優術, 舞踊等を勉強

しました。あるレビュー団と一緒に北アフリカへ

行き, アフリカ, アラブの舞踊を知 り, ドイツに

戻 り, 1907年 から1910年 まで, 舞踊家としてライ

プテ ィヒ, ドレスデン, ミュンスター, ゲルリッ

ツ等の劇場で契約 し踊 りました。ラバ ンは1910年

ミュンヘンで学校を開設しました。そこは急速に

モダン舞踊の中心地となります。さらに, スイス, 

アスコーナに夏季学校 を置 きました。舞踊と自然

を愛 した芸術家や芸術愛好家たちによる, 脱社会

的集団基地がそこに創設 されたわけです。彼は芸

術論集を書 くことにより, 一挙にこの運動全体の

先導者になります。この論文集において, ラバン

は体操を一種の 「目的舞踊」 と定義 し, 体操から

身を引 く立場を明白にしました。彼は, 雑誌 「体

操 と舞踊」の中で 『運動形態の法則性』 と題 した

論文を書 きましたが, これは"舞 踊の文法書"と

言えます。動きの形態のひとつひとつを明確にし

ながら, 調和のとれた, あるいは不調和な結びつ

きの可能性を示し, それに順 じた動 きの形態像を

作ることを教えています。私たちはそこに, 表現

のABC, 表現の言葉, 表現の文章 を見ることが

できますが, この文法はさらに文章論, 和声論, 

運動現象の詩学にまで広がってい くのです。通常

の体操ではこの連結についてはまった く触れられ

ません。次の文章においてラバ ンは, その点を明

確にしてくれます。

「普通, 一般的に自由練習の際には, 何 らかの

形でハーモニーと関連のある動 きがいつ ももち出

されます。力, 柔軟性, 開放性, 勇気, 健康, そ

して喜びが育まれます。こうした諸力の表現が, 

芸術舞踊の中に, 現れて くるわけです。芸術 は

我々に対 して何よりも, 何が人間の生活を満たし

てくれるのか, についていつも語 りかけてきます

し, それは必ずしも理念にかなった合目的性の理

由からのみ, 選ばれたものではあ りません。芸術

はまた, 苦しみ, 迷い, 悲 しみ, 不調和, グロテ

スク, 混乱から, 狂乱までに至る, 非常に幅の広

い分野にわたって語りかけてくるものがあ ります。

芸術が描 くものは, あらゆる矛盾, あらゆる極 を

含んだ人間生活全体です。芸術は生活現象の一部

分を取 り出すひとつの練習ではありません。」

このように見てきますと, 舞踊の表現形態には, 

すべてのことが許されるように思えてきます。た

とえば醜いことも表現できるよう聞こえますが, 

実はそうではあ りません。醜いもの, 不調和なも
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のに対 して, ラバ ンは"非 リズム"と いうものを

打ち出しております。これは, オイリュ トミーと

反対のものにあた ります。また, 当時非常によく

使われた意味の広い概念です。ラバンにとってオ

イリュ トミーとは, 「それが動いている, ない し

は, 動いていないかのように見える形態であれ, 

すべてあらゆる美 しい法則」を意味 しています。

彼は, 「運動の良心を覚醒させること」 として, 

弟子たちに以下のようにオイリュトミーを紹介 し

ました。「芸術が暖かい人間的な感情によって, 

オイリュ トミー的に見えるものの持つ深い意味の

秘密 を解 き明かした時に初めて, 芸術 はその使命

を果 したことになります し, 偉大なる総合舞踊を

体験することへの橋渡 しをするものとしての効果

を発揮することになります。」

ル ドルフ ・シュタイナー(Rudolf Steiner)と 彼

の人智学信仰者たちは, ラバンと並行 して, オイ

リュ トミーという言葉 を使いますが, 彼等はこの

概念をまった く違 った もの と解釈 しています。

シュタイナーは哲学から徐 々に演劇的舞踊的な表

現形態へ と移行 していきますが, 彼 にとってオイ

リュ トミーとは宇宙の抽象的な美しい響 きではな

く, 運動の文法で した。しかもその文法は, 運動

をそれ自身独立 した自主的なものと見なすのでは

なく, 運動に新 しい従属関係を持ち込みました。

つまり, 言葉による言葉への従属性が出来上がっ

たのです。シュタイナーの芸術論によれば, 言葉

のひとつひとつには, ある一定の決められた動 き

があ ります。 オイリュ トミー運動の今 日で も, 

シュツットガル ト近郊の ドルナフに根拠地を置い

て活動 していますが, 彼 らの舞台作品は何よりも

詩を肉体言語に置き換えることです。そして, そ

れに音楽が加わってきます。エルゼ ・クリンク

(Else Klink)は 子供の頃からシュタイナーと他の

人智哲学者の もとで学び, 今 日でもオイリュ ト

ミーのアンサンブルを指導 しています。その舞台

は年に一回の舞踊 フェステ ィバルで見ることがで

きますが, 私の知るかぎりでは, どうしても完全

な失敗作 としかいえません。風にそよぐ衣装を身

に着け, ゆらめ くような動作で, あるひとつの

ジェスチャー芸術の探求に向かいますが, それは, 

哀れにもすでに時代遅れであ り, 且つ, 不愉快な

程の執拗 さす ら感 じられるものです。今世紀初め

に生 まれた新 しい運動芸術のひとつのセクト的な

地下組織であ り, 驚 くべ きことに彼 らが一貫 して

現在まで生きのびることができたのは, 彼 らが, 

人智学の運動の狭い内部だけにお り, 外にでるこ

とがなかったからです。

シュタイナーが考えるような形式でのオイリュ

トミー運動は, 表現舞踊の大 きな流れ とはまった

く関係があ りません。それでは, いったい誰が, 

この表現舞踊の大きな流れを体現化 したので しょ

うか。この一見大きく見える流れも本当は, 非常

に小 さない くつもの流れが重な り合って出来上

がったものであ り, 個々の芸術家個人の名前がそ

れを担っているのかもしれません。早世したヴェ

ラ ・スコローネル(Vera Skoronel)も そのひとり

です。彼女はすでに12歳で公演 を行い, 14歳で学

校を指導してきました。レンメルによれば, 彼女

は 「メリー ・ヴィグマンと並んで最 も才能のあっ

た舞踊詩人」であ り, 「抽象的舞踊の告知者であ

り, それを担 う者」であったようです。舞踊研究

家レンメルは, 彼女の舞踊の 「純粋にして, 大花

を散 らすような楽しみ」についても語っています。

「その楽 しみは, 他との類似点を見つけ出すのは, 

非常に難 しく, 観客席の中に引 き起 こす, その響

きは, 民族舞踊の伝統的な輪舞, あるいはそれに

該当するものとの関係を少 しも感 じさせるもので

はありませんでした。」

この運動のもうひとつの名前 として挙げられる

のは, グレト・パルカだと思います。彼女 もヴィ

グマンの学校から出ましたが, レンメルは, 「彼

女は, 完壁な肉体リズムの虜 となり, その結果, 

その点においては, 彼女の師を凌駕 した」 と語 り

ます。「パルカは最高度の能力 を前提 としていま

す。肉体を完全なところまでに鍛えることに彼女

の本領があ り, アクロバ ットに至るまでの技術が

作品の手段となっています。彼女は, 単独な一定

の方向を我々に提示 しますが, それ以上の進展は

もう望めないのです。しか し, だからといってパ

ルカの舞踊は人間の舞踊の完成である, とは決し

て言えないわけです。」

もうひとり, イヴォンヌ ・ゲオルギーがいます。

彼女の卓越した音楽的才能は同時代人を驚かせ ま

した。「芸術的に上品で, 誰 もの共感を呼ぶよう

な性格の人物で, 観客にまたとない調和 を与えま

す。パルカの技術に近づ きながら, それでいてス
コロネル(Skoronel)の 舞踊創造上の才能にも遠

く離れているわけではあ りません。」 とレンメル

も彼女を認めています。また彼は同時に, こうも

のべています。「彼女はそれ自身でも完結 したひ

とつの人格であり, 自分の行動半径 を限 りない愛

情 と限 りな くすば ら しい成功で満た していま

す。」

皆様は, 私がメリー ・ヴィグマンの話 を先に先

にと追いやっていることにお気付 きになったと思

いますが, それは恐らく私にとって不気味なこと

だか らとか, 私が彼女に何か不当なことをするの

ではないか, という不安を持っているか らではな

いかとも考えられましょう。はっきりと申しまし

て, 私はこの芸術家に対 し, 非常に複雑な関係を

持っています。私は彼女自身が書いたもの, ある
いは, ヘ ドウィク ・ミュラー(Hedwig Muller)

のたいへんす ぐれた伝記, ない しは, いくつかの
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映画から知っているわけです。そのなかから, ウ

ルリッヒ …テーゲダー(Ulrich Tegeder)が 彼女

についてテレビ用の映画にまとめた ものが一番見

やすいのではないかと思われますので, それを紹

介 します。
一 ビデオ上演-

メリー ・ヴィグマンの偉大 さについては, 今 日

でも討論がなされてお りませんし, 当時彼女の同

時代人たちによってもそれはされませんで した。

ブリッツ ・ベーメは, 彼の約150ペ ージに及ぶ著二

書 『舞踊芸術』の中で, 新 しい ドイツ舞踊が世界

に驚嘆すべ きものをもたらしたことについて, 概

要 しておりますが, ここで彼は, ヴィグマンに賛

辞 を送っています。「驚嘆に価すべきものすべて

はほとんど彼女ひとりによって担われ, まとめら

れ, 形づ くられたものです。ヴィグマ ンは, 不毛

になってしまった土壌でもう一度, 最後の掘 り起

しを行ない, 物のあふれすぎた世界を浄化するた

めの最初の作業をしました。それは, あるひとり

の卓越 した能力を兼ね備えた人物の創造です。そ

の人物の下では, 自覚 ・自意識 ・本能 ・能力 ・内

面性がうまく結びあいます。ものごとを理解する

魂を持った人々は, 目標が明確にな り, 方向が与

えられ, 形を完成することができるようになりま

す。」 こうした賛歌で称えられる女性 とはいった

い, 何者なのでしょうか。

メリー ・ヴィグマンは1886年11月13日 にハノー

ファーの商人ハインリッヒ ・ヴィグマンの長女と

して生まれました。すでに子供の頃から体操する

のが好 きで, 特に彼女が興奮 したのは両親の家の

階段の吹 き抜けの所にあるブランコだったという

ことです。1909年, ハノーファーのオペラ劇場に

てヴィーゼンタール姉妹の公演を見, 非常に感動

し, 姉妹のところに面接に出かけます。 しかし, 

どうしたら舞踊家になれるかの問いに対する答え

は"不 可能である"と いうことでした。ヴィグマ

ンはあまりにも年をとりす ぎていた, 20歳 を越え

ていたのです。彼女は二番 目の可能性 に賭けます。

二年間ヘレラオにあるジャック ・ダルクローズの

学校でリズム体操 を勉強し, 体育教師としての資

格も取得 しました。そして彼女はベルリンの職場

に赴任することなく 「芸術学校」にうつ ります。

ル ドルフ ・ラバ ンが舞踊 と運動芸術を教えている, 

スイスのアスコーナの学校で, ヴィグマ ンはラバ

ンの一番身近な協力者 となりました。ラバンは彼

女の中に初めから, 非常に能力のある舞踊家を見

出したのです。1914年 には, ラバンの紹介により, 

初めての振付けの契約を受けます。ソロの舞踊家

としての出世は, その3年 程後, チューリッヒで

始まりました。彼女はラバンに従い, 第1次 大戦

が終わるまでチューリッヒに滞在 し, この地が中

心であったダダ運動の芸術家たちと密接な交際を

続けます。 しだいに彼女はラバ ン流派から自由に

なり, 1917年6月18に は, プログラムに彼女の名

前だけが載 りました。チュー リッヒの孔雀劇場

(Pfauen Theater)に て, 30歳 の彼女はひとりで9

作品を踊 りましたが, 6番 目の舞踊は, 音楽のな

い 「静寂」 という題 目でした。

この作品はヴィグマンの将来にとって基本的な

ものとなったと言えます。彼女 は舞踊を音楽から

開放することに努力 したからです。彼女は後に, 

こう書いています。

「舞踊の リズムとは, 音楽のリズムを解消 し, 

その もののリズムを作ること, 舞踊の作曲とは自

ずから音楽の伴奏を作ることです。」

こうした方法でできた音楽は, それ自身は独立

した芸術形態ではあ りません。舞踊 と音楽が内的

に結合し, 完全な統一体 を創造するのです。

チューリッヒでのソロの夕べが終わってから数

週間後, す ぐに舞踊シリーズ第一弾が生まれます。

その中で彼女は舞踊の女性司祭 として登場 します

が, 彼女自身, 自己をそう感 じていました。それ

は, "悦惚の舞踊"で した。

1年 後, ダボスでの上演の際, 彼女 自身, 後に

なって舞踊家メリー ・ヴィグマ ンの本当の意味で

の人生 と意識する体験を得 ます。「どの踊 りの際

にも舞台と客席との結びつ きが密接にな り, 私の

心は際限な く広がっていきました。今夜 ここで舞

踊家メリー ・ヴィグマンが本当に生まれたのだと

認識しました。それは初めてのことであり, 今後

とも継続 してい くこ とになるのがわか りま し

た。」

その後 ドイッに移 り, 故郷に帰 りますが, 彼女

はいくつかの失望を味わいます。ブレーメン, ハ

ノーファー, そして何よりもベルリンで公演は不

成功で した。ハンブルグとドレスデンだけが彼女

を受け入れました。失望の彼女は一度チューリッ

ヒに戻 りますが, 1920年 ドレスデンで暴動の混乱

が生 じている頃, 長い ドイッッアーを続けます。

やがて彼女 自身が何か意図 したわけでもないのに, 

彼女の下で舞踊のレッスンを受けたい, という声

が揚が り学校が開設されることとな りました。

「人間がいる, ということだけで"教 育"と いう

仕事 をするには充分でした。理論 についてはまっ

たくありませんし, テーマについても何 もあ りま

せん。私たちは空 を飛ぶ鳥のように自由で手あた

りしだい何で もや りましたし, 何でも実験 してみ

ました。そして最後にはっきりとしたことは, 何

事にも意味 と, 理性があるということです。ただ

し, それがわかったのは, ずっと後になってから

でした。」

たしかに, メリー ・ヴィグマ ンの学校の舞踊は

いつも自由で した。アメリカのモダン・ダンスの

マーサ ・グラハム(Martha Graham)や ドリス ・
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ハ ンフリー(Doris Humphrey)の ところで常に見

られたような新 しい規定, 強制, というコルセッ

トはまった くあ りません。ヴィグマンは技術 を教

えず, せいぜいひとつの様式を示す くらいで した。

彼女は何 よりも生徒が自分自身で自己を発見する

よう努めました。 しか し, それは決して漠然とし

たものではあ りません。非常に厳 しい, 苛酷 な稽

古があったからです。彼女は次のように書いてい

ます。「舞踊家は初めから才能があって, いつで

も上演可能な楽器として自分の肉体 を意のままに

動かせるものではあ りません。学習期間中にでき

る課題 とその仕事 とは, その表現に恵 まれた肉体

を舞踊の楽器に変えること, そして自己で作 りあ

げた楽器の演奏方法を学ぶことです。」

教育 とは目的のための手段にす ぎません。具体

的にいうと, 舞踊は舞台に出ることで, 金を捨て

ることではない。学校と, その月謝は, 生活を保

障するものでなければいけないのです。

舞踊家メリー ・ヴィグマンの名声は急速に上昇

しました。1921年 には, 多くの批評家が彼女の中

に ドイツで最 も重要な舞踊家を見てとったのです。

彼女の想像力豊かなファンタジーは各地で絶賛さ

れるようにな りました。こうして, 彼女の偉大 さ

を基礎づけるシリーズ作品が次々と生まれます。

1921年9月 「祝祭」, 同年12月 「生命の7つ の踊

り」, 1923年4月 「舞踊 ドラマへのスケッチ」, 1924

年1月 「舞踊 ドラマか らの場面」, その1年 後

「舞踊童話」, 1926年1月 「空間の歌」, 1927年 初

頭と1928年3月 には「祝祭」の新 しい試みが, 1929

年11月 には 「揺れ動 く風景」, また忘れてならな

いのは 「魔女の踊 り」 といった小さな作品です。

この数分間の踊 りの中でヴィグマンは彼女の芸術

の真髄 まで表現 しています。「ロシア組曲」 には

二つの解釈があ りますが, そこにはある国の本質

が舞踊絵巻にあぶ り出されるのです。

やがてソロの舞踊家メリー ・ヴィグマンの活動

はアンサンブル芸術へ と発展 します。アンサンブ

ル芸術の中で振付家は個人的自己主張以上のもの

を見つけ出 し, 理念がさらに大きく広が ります。

彼女はこう書いています。「生産的な意味での共

同体 とは, あ くまでも参加者全員により認められ

た理念がその基盤にあ ります。その上, 共同体は

指導者を承認することを前提条件としています。

大衆それ自身は共同体た りえません。共同体の仕

事 とは, あ くまでも理念に, そして作品に奉仕す

ることなのです。」

アンサ ンブルは何年かはもちこたえることがで

きましたがその後, 公けの援助なしには継続する

ことはできませんでした。1928年, エッセンで第

2回 ドイツ舞踊家大会が開催されました。(第1

回はその1年 前, マグデブルグにて開催 されまし

た。)ヴ ィグマンはそこで彼女のグループの解散

を宣 言 し, 新 聞 は"文 化 ス キ ャ ン ダル"と 書 きた

て ま した 。 彼 女 の グル ー プは, そ の 事 実 にか か わ

らず, 大 会 にお い て最 高位 を獲 得 し ま した 。彼 女

の 師 ル ドル フ ・ラバ ン は共 同体 で の体 験 を個 人 的

芸術 活 動 の前 提 条 件 と しま した が, ヴ ィ グマ ンは

自己 形式 の 主 張 を, 共 同体 と, そ して また彼 女 自

身 の 創作 活動 の基 本 とみ な した の で す 。 そ の後, 

ヴ ィ グマ ンは ア メ リカ 巡演 を行 い ま した が, ヴ ィ

グマ ンひ と りが舞 台 に 出 て い る 時 の 成功 は大 変 な

もの で あ った の に対 して, グル ー プ の舞 台 の評 判

はあ ま りよ くあ り ませ ん で した 。興 業 主 ソル ユ ・

フ ー ロ ッ ク(Sol Hurok)は 悪 し様 に文 句 をの べ

て い ます 。 観 客 は 「"美 しい 身 体 の 引 き締 っ た ア

マ ゾ ネス"を 求 め てお りま した 。 ヴ ィグ マ ンは と

て もす ば ら しか っ た の です が, と ころ が腰 は ば の

広 い足 の太 い ドイ ッ女 性 の グ ル ー プ が, 水 着 姿 や

ス カー ト姿 で登 場 す る の は い く ら何 で もひ どす ぎ

ま した。」

3度 目の ア メ リカ巡 演 か ら帰 っ た メ リー ・ヴ ィ

グ マ ン を む か え た の は 変 貌 した ドイ ツ で し た。

ヒ ッ トラ ーが 首 相 に な りナチ が 政 権 を とっ た1933

年 の事 件 に よ り, ヴ ィグマ ン だ け で な く ドイ ッ舞

踊 界 全 体 に多 くの 問 題 が 生 じま した。 私 た ち は, 

良 しにつ け悪 しき につ け この 問 題 と と り くま なけ

れ ば な りませ ん。 まず, 1930年 まで の ドイ ツ舞 踊

界 の状 況 を も う一 度 ふ り返 って み ま し ょう。 一 方

に は, ル ドル フ ・ラ バ ンが 彼 の グ ル ー プ"運 動

コ ー ラス"と 活 動 し, 他 方 で は メ リ ー ・ヴ ィグマ

ンが 彼 女 の 弟 子 た ち と活 動 して い ま した。 弟 子 た

ちの 中 にス コ ロネ ル, パ ル カ, ゲ オ ルギ ー らが い

ます 。1927年 には 頭 を剃 りあ げ た ハ ロ ル ド ・ク ロ

イ ッベ ル クが, パ ー トナ ー と して ヴ ィグマ ン に合

流 します 。

そ の 他 に ヴ ァ レス カ ・ゲ ル トが ヴ ィグマ ン とは

対 照 的 な人物 と して 登 場 します 。 ヴ ィグマ ン をは

じめ, 他 の 舞 踊 家 は, ま じめ で, 彼 岸 を 目覚 す よ

う な抽 象 的 な 高等 芸術 を 目覚 して い たの に対 し, 

ゲ ル トは, が さつ で鋭 く, 下 品 で した 。1927年 に

ヴ ェ ル ナ ー ・ズ ー ア ー(Wemer Suhr)が 著 書

『舞 踊 の 顔 』 の 中 で ゲ ル トの 表 現 を"叫 び"と 説

明 して い ます 。 「"叫び"と は 表 現 主 義 の 象 徴 で す 。

そ の 表 現 は最 高度 の集 中 力 を要 求 し ます 。 肉 体 言

語 を理 解 す る 者 は, 肉体 は 楽 器 で あ り, 魂 が そ れ

を掻 き鳴 ら して い る こ とを 知 っ て い ます 。魂 は 困

窮, 激情, 熱 情, 喜 び を 叫 ん で い る の で す 。 ヴ ァ

レス カ ・ゲ ル トほ ど見 事 に, 動 きの 叫 び をマ ス

ター して い る舞 踊 家 を私 は知 り ませ ん 。彼 女 ほ ど

姿, 形 の 中 に そ れが 根 付 い て い る 人 は他 に い な い

か らです 。」

ヴ ァ レス カ ・ゲ ル トは, 1931年 の ドイ ツ月刊 紙

「舞 踊 」 の 中 で 『現 代 の 舞 踊 家 』 と して 紹 介 さ れ

て い ます 。 「現 代 の非 調 和, つ ま り我 々 を と りま
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く日常生活のいろいろな矛盾からだけ, 彼女はイ

ンスピレーションを得て, 創作上の手段 となる強

烈な"ぼ ろきれ"を 取 り出 します。そのぼろを, 

プラカー ドのように簡潔に自己の表現に使用 しま

す。彼女を舞踊家と呼ぶのには, 少 し抵抗を感 じ

ます。彼女は自分の意のままになる手段を使い, 

客観化 を計 ろうとす る。 これは芸術 のフ ァン

ファーレといえましょう。彼女は微妙な動作も使

います。そ して動作は動 き, ポーズ, 言葉, マス

ク, 叫び, さらにそれ以上のものにな りうるわけ

です。」

彼女 自身, 自分についてこう語 ります。「私は
"一般 市民"と い うものを愛することがで きない

ので, 私はその市民に軽蔑 される者, 街娼, 女街, 

無能者, 落伍者について踊 ります。」ベル リンの

批 評 家 フ レ ッ ツ ・ヒル デ ブ ラ ン ド(Fred

Hildebrandt)が, 彼女が, それをどのように表現

するのか書いています。「それは, 口をつばで満

たすとか, ゲップをするとか, 指をパチパチ鳴 ら

す, あるいは腰 を意図的 にいや らしく振 る, と

いった動作で舞台上に投げつけられます。」

それはまさに天才的表現でした。ヴィグマンの

表現 と正反対であることをゲル ト自身よく知って
いました。ゲル トは嘲笑的に彼女のライバルを

語 っています。「舞踊 とはすえた汗の臭いが しな

ければいけない し, 道徳的であり, 精神的に混乱

しており, 退屈でなければいけないのです。天才

であるよりも人々との連帯の方が望 ましいようで

す。一般的 ドイッ人は自信がないので, 自分が理

解で きず, 退屈だと思う芸術だけを偉大なる芸術

と考えます。メリー ・ヴィグマンは, こうした教

養ある中流階級の ドイツ人すべての需要を満たし

た唯一の舞踊家といえます。まさにそのために彼

女は国民舞踊家になれたわけです。」

さて, ヴィグマンと対に並ぶ人物はいないので

しょうか。先ほどとりあげた 「三連のバレー」の

オスカー ・シュレンマーはどうで しょう。ゲルハ

ル ト・ボーナーがこの作品を新しく解釈 した時, 

フランクフル トの新聞の対談において私は, "あ

る美 しい誤解の再現"と 見なしましたが, おそら

く, シュレンマーの舞踊に感嘆した当時の人々も

同じように感 じたと思われます。ブリッツ ・ベー

メの言葉を私は, この時代の生証人 として何度 も

引用 しましたが, 彼は皆様の国の能楽を高 く評価

しています。 しか し, 彼はそれが動 きによってで

はなく, 仮面によって, つまり装飾的, 彫刻的な

要素により効果が発揮されている, と限定 してい

ます。さらにベーメは次のようにシュレンマーを

とらえています。 「我 々の時代 にバ ウハウス ・

デッサウのオスカー ・シュレンマーが動 くマスク

で行った試みを, 原則的にはこれ以上評価するこ

とはできませんが, おそらく, 衣装を新 しく作る

ことの先駆 けをきったとはいえると思います。」

シュレンマー自身はもちろん, それ以上のもの

を望んでいたわけです。彼は舞踊にたいへん感激

し, 舞踊創作活動に努めましたが, その中で も, 

1922年 シュッットガル トで初演された 「三連のバ

レー」は有名です。彼が目ざしたものは, 衣装と

マスクによって可能となる変換, 人間の肉体を作

り変えることで した。1925年 『演劇 的衣装の舞

踊』の中で次のようにのべています。「舞踊 とは, 

肉体 と空間と動 きをひとつにしたものであるため, 

これらの要素の法則が, 舞踊家の衣装による変換

にとっても非常に重要な意味を持ってきます。ま

ず, 肉体の組織に含まれる法則があります。心臓

の鼓動, 血液の循環, 呼吸, 頭脳活動, 神経活動, 

さらには, 肉体の大きさ, 関節の状態, 張力, 歩

行状態, 跳躍力, といったものがそれです。また, 

高 さ, 幅, 深 さなどの空間の組織に含まれる法則, 

動 きから生 じる法則があり, それぞれの法則が他

に含 まれ, 限定 しあいます。それらに応 じて衣装

は人間の内面組織から発展 してくるものなのです。

つまり, 目に見えないもの, 形而上学的解剖学を, 

目に見える表現 としたものです。また, 肉体の

個々の部分, といった外面的現象から派生 したも

のであ り, 外面的現象を単なる偶然からひとつの

典型に高め, 正確にし, 表現にまで至 らせるので

す。さらに衣装は空間の中の空間, 空間的画像 と

もいえます。また, 生理学的組織, あるいは, 技

術的で機械的な世界といった動きの持つ要素か ら

派生 し形づ くられるものともいえましょう。

シュレンマーは, 書いています。「現在の形の

『三連のバレー』は初めての段階であ り, ひとつ

の段階にす ぎません。(私 にとって)」 この(私 に

とって)と いう表現を, 1922年10月4日 付けのハ

ンス ・ヒルデブラント(Hans Hildebrandt)に あ

てた手紙の中で書いていた事実から, シュ レン

マーは, 自分の考えが広 く一般 に広がると信 じて

いたことがわか ります。それは私が先 にのべた
"あるひとつの美 しい誤解"な のです

。シュレン

マーの願いがかなうことは, 舞踊にとって一番根

源的な人間の肉体を発展させるのではなく, 隠 し, 

葬 り去ることを意味 しているからです。

ここで私の概括は終わったわけではあ りません。

私にとって最 も大切な人物, クル ト・ヨースにつ
いてまだ話 していないからです。

ヨースは, 1901年1月12日 にビュルテンブルグ

の小さな村で生まれました。彼の父親はささやか

な農場を経営 しており, ヨースはあとを継ぐ約束

をしていました。彼は自分で告白している様に, 

太ってお り鈍感で, 筋肉がまったくないために舞

踊家には不向きで した。 しか し, 舞踊に心の底か

ら感動 し, 心を奪われてしまったヨースは, 数 ケ

月に渡 り舞踊と農業を結びつけようと試みます。
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そ の 結 果 わか っ た こ と は, そ こ には何 も結 び つ く

もの が ない とい う, とて つ も ない破 局 で した 。彼

は結 局, ラバ ンの と こ ろ に と ど ま ります 。1922年

か ら ヨ ー ス は, ラ バ ン と共 に仕 事 を し, 1924年 そ

の 修 業 時 代 を終 え て ミュ ンス ター の 市 立 劇 場 へ 移

り, 後 に 彼 の 妻 と な る 舞 踊 家 ア イ ノ ・シー モ ー

(Aino Siimola), 音 楽 家 ブ リ ッッ ・コ ーヘ ン(Fritz

Cohen), 舞 台 美 術 家 ハ イ ン ツ ・ヘ ッ ク ロ ー ス

(Hein Heckroth), 舞 踊 家 ズ ィ グ ル ッ ド ・レ ー

ダー(Sigurd Leeder)そ して も うひ と りラバ ンの

弟 子 と共 に, 新 しい舞 踊 舞 台 を創 造 して い き ます 。

ウ ィー ン とパ リで古 典 バ レエ も勉 強 した ヨー ス は, 

1927年 新 た に創 設 され た エ ッセ ンの フ ォル ク ヴ ァ

ン グ学 校 の舞 踊 部 門 主 任 と して 赴 任 し ま した 。1

年 後 に は, ミュ ンス ター 時 代 の 協 力 者 ら と, フ ォ

ル ク ヴ ァ ング舞 踊 劇 場 を開 き ま した 。 ヨー ス が振

付 け た 「緑 の テ ー ブ ル」 が, 1932年, パ リに て, 

ロル フ ・デ ・マ レー(Rolf de Mare)主 催 で行 わ

れ た振 付 家 協 議 会 に お い て, 1等 賞 を獲 得 した時, 

この 劇 団 は世 界 的 名 声 を博 す こ とに な りま した。

この振 付 けの 数 場 面 は, エ ッセ ンの舞 踊 団 に よ り, 

テ レ ビ用 映 画 に収 め られ て い ます。 こ れ は私 が, 

1985年, クル ト ・ヨー ス を記 念 す る フ ォル ク ヴ ァ

ン グ フ ェス テ ィバ ル に む け て, 西 ドイ ツ放 送 局 の

た め に作 った も の です 。 こ こで, そ の映 画 を見 て

み よ う と思 い ます 。
-ビ デ オ上 映一

す で に 申 した よ う に, ク ル ト ・ヨー ス の作 品が

現 在 も伝 わ っ てい る の は, 偶 然 に も, 若 い イ ギ リ

ス の女 流 振 付 家 の 関 心 が あ っ て のお か げ です 。 四

つ の作 品 全体 の 長 さ は, ど う長 く見 積 も っ て も1

時 間15分 止 ま りで し ょ う 。 こ れ は 「緑 の テ ー ブ

ル」 「大 都 会 」 「旧 ウ ィー ンで の舞 踏 会」 「ス ペ イ

ン王 女 の た め の パ バ ー ヌ」 です が, 長 い 目で 見 て, 

振 付 家 と して の ヨ ース の偉 大 さ を証 明 す るの に充

分 足 る も の で す 。 こ の 四 作 品 を, ケ ル ンの 舞 踊

フ ォー ラ ム, ベ ル リ ン の ドイ ツ オペ ラ, エ ッセ ン

の劇 場 で の バ レエ, ニ ュ ー ヨ ー ク ・シテ ィー ・セ

ン ター ・ジ ョ フ リー バ レエ な どの プ ロ グ ラム と並

べ て見 た 時, 西 側 諸 国 の舞 踊 史 の 中で 唯 一, 本 当

に ク ラ シ ッ クバ レエ に対 抗 す る もの が そ こ にあ る, 

と認 識 で きる で し ょ う。 ヨ ース の 作 品 は 封 建 時代

の 舞 踊 演 劇 に変 わ る, プ ロ レ タ リ ア舞踊 演劇 な の

で す 。 ベ ル トル ト ・ブ レ ヒ ト(Bertolt Brecht)と

非 常 に近 い ものが あ り ます 。社 会 の実 状 に対 す る

分 析 につ い て, ヨー ス は 言葉 を用 い な い メ デ ィア

内 で 可 能 な限 り充 分 に表 現 し ま した 。 ブ レ ヒ トに

は言 葉 が あ り, ヨー ス に は動 きが あ りま した。 社

会 的性 格 づ け を, 舞 踊 行 動 に よ り表 現 す る, とい

う こ と を振 付 家 が 初 め て理 解 した の で す 。 「大 都

会」 に お い て, プ ロ レ タ リア ー トは, ワ ル ッ を踊

り, ブ ル ジ ョワ はチ ャ ー ル ス トンを軽 や か に踊 り

ます 。 一 方 は や さ し くお とな っ ぽ い伝 統 が あ り, 

多 方 には 伝 統 か ら逸 脱 した 進 歩 が あ る わ け で す 。

「ス ペ イ ン王 女 の た め の パ バ ー ヌ」 の 中 の スペ イ

ン風 宮 廷 儀 式 ほ ど, 動 きが 真 に せ ま った 強 制力 を

持 っ た こ とは, あ りませ ん で した 。 この 強 制力 は, 

少 女 っぽ い 王 女 の 個性 的 な 表現 の 試 み を踏 み つ ぶ

して し ま う もの で した 。

また 「緑 の テ ー ブ ル」 の 冒頭 部 と終 結 部 に お い

て 戦 争 とは 避 け が た い 宿 命 で は な く, 所 有者 階級

が 無 産 者 階 級 をひ きず り込 む利 害対 立 で あ る, と

い う こ とが 明 示 され ま した 。 この 問題 点 が こ れ ほ

どに は っ き り と示 され た こ とは あ り ませ ん で した。

ナ チ が 政権 を とっ た後, ドイ ツ舞 踊 界 の 人物 と し

て は 第 一 に ヨー ス が亡 命 した こ とは, 偶 然 で は な

か っ た の で す 。表 面 上 の理 由 は, 彼 の ピア ノ伴 奏

者 で あ る ユ ダ ヤ 人作 曲 家 ブ リ ッツ ・コー ヘ ンをめ

ぐる 問題 で した。 も し ヨー スが, コ ーヘ ンを諦 め

た な らば, 彼 は ナチ と う ま く仕 事 が で きたか も し

れ ま せ ん 。 ナ チ 政 権 は, 「緑 の テ ー ブ ル」 を ジ ュ

ネ ー ブ の民 族 同盟 に反 対 す る宣 伝 作 品 と して作 り

変 え る こ とが で きた の です 。 しか し彼 は 自分 の ア

ンサ ンブ ル全 員 と, 他 の数 名 と共 に亡 命 しま した。

ヴ ァ レス カ ・ゲ ル トや, "赤 い舞 踊 家"の ジ ャ ン

・バ イ ト(Jean Weidt), 現 在 も ア メ リ カ で健 在

の ロ ッ テ ・ゴ ス ラー(Lotte Goslar)も い っ し ょ

で した。 ル ドル フ ・ラバ ン は ナチ とで きる だ け長

くう ま く折 り合 う よ う試 み ま したが, ヨ ース が 亡

命 した3年 後1936年 海 外 へ 去 っ たの で す 。 ラバ ン

は そ の時 オ リ ン ピ ック競 技 大 会 プ ロ グ ラ ムの 群 衆

の 用 意 を してい た の で す が, 彼 の 舞 踊 芸 術 作 品 の

ア イ デ ィ ア を, ナ チ が 変 形 させ るの を 目撃 した の

が 直 接 の き っか け で し ょう。 イ ヴ ォ ン ヌ ・ゲ オル

ギ ー と ク ロ イ ツベ ル グ は ドイ ツ に と ど ま り, グ レ

ト ・パ ル カ も, 上 演 禁 止 が あ った に もか か わ らず

亡 命 しませ ん で した 。 しか し彼 女 は ナチ ズム と折

り合 う こ と な ど一 度 も行 い ませ んで した。 メ リー

・ヴ ィ グマ ンは あ るナ チ の 高 官 と長 年 に渡 って 親

しい 間 柄 で あ っ た た め, や は り ドイ ツ に残 りま し

た 。彼 女 は ボ クサ ーの マ ック ・シ ュ メ リ ング(Mac

Schmeling)と 同 じ く らい ドイ ツ 国 民 の ア イ ドル

で い た わ け で す が, そ の彼 女 が, 一 度 と して 公 に

ナ チ ズ ム 反対 の 立場 を と った こ とが ない の に もか

か わ らず, 権 力 者 の 寵 愛 を失 っ た の は少 し意外 な

気 が し ます 。

も し, 1933年 に ヒ ッ トラ ー が首 相 に な らな か っ

た ら, ドイ ツ表 現 舞 踊 は ど うな っ て い た で し ょ う

か。 そ うす れ ば, クル ト ・ヨー ス も, ジ ャ ン ・バ

イ トも, ヴ ァ レス カ ・ゲ ル ト, ル ドル フ ・ラバ ン

も亡 命 な ど しな か っ た で し ょう し, 1933年 に や っ

と30歳 に な っ た ば か りの, グ レ ト ・パ ル カ も精 力

的 に踊 り, メ リー ・ヴ ィグマ ン も, 自分 の芸 術 上

の路 線 を主 張 で きた はず で す 。 ナチ ズ ム が ドイ ツ
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の 表 現 舞 踊 の 大 輪 の花 を も ぎ とっ て し まっ た, と

い う説 が あ ります 。 しか し, これ の 反 対 意 見 もあ

る の で す 。 ホ ル ス ト ・ケ ー グ ラ ー(Horst

Koegler)は, 1972年, 彼 が 主 幹 す る 「バ レ ー年

鑑」 の 中 で 「30年代 の 舞 踊 』 と題 し, 次 の よ うに

主 張 して い ます 。 「ドイ ツ表 現 舞 踊 の 運 動 は, ナ

チ ズ ム に よ って つ み 取 られ る必 要 性 は毛 頭 な か っ

た の です 。 なぜ な らば, 1930年 に は, そ れ はす で

に枯 渇 して お り, 自然 消 滅 の 運 命 にあ っ たか らで

す 。」 ケ ー グ ラ ー の 文 章 は, ヴ ィグ マ ン の創 作 上

で の停 滞 と, 多 くの舞 踊 家 が持 つ, 体 制 へ の 順 応

性 とを語 ります 。 さ らに, パ ル カに よ って 指 導 さ

れ た, オ リ ン ピ ック競 技 場 で の, 2, 500名 の 少 女

た ち に よ る ワ ル ツ群 舞 を紹 介 し, 次 の よ うな 文 章

で結 ば れ て い ます 。 「ル ドル フ ・ラバ ン は, 毎 年

の舞 踊 フ ェス テ ィバ ル の運 営 責 任 者 で あ り, 選 考

委 員 で もあ りま した。 ま た, オ リ ン ピ ッ ク前 夜 祭

にお け る舞 踊 競 技 会 の責 任 者 も して い ます 。 ラバ

ン は, オ リ ン ピ ック祭 典 の, あ のお ぞ ま しい委 細

を う ま くま とめ た後, イ ギ リス に亡 命 し ま した。

ドイ ツ表 現 舞 踊 は, あ の フ ェ ス テ ィバ ル に参 加 し

た こ とに よ り, 自 らに, ひ とつ の判 決 を下 した こ

と に な り ます 。"振 付 け"は, 大 衆 行 動 の 戦 略 に

機 能 転 換 で き る, と い うこ とを示 した の です 。 そ

れ は, ニ ュー ル ンベ ル ク にお け る国 家 党 会 議 の会

場 で 続 行 され ま した 。」 も ち ろ ん, これ は, 少 し

過剰 な表 現 で あ り, そ れ ゆ え, 不 当 で あ る と も言

え ます 。 しか し, 残 念 な こ と に, ま った く間 違 っ

て い る とは, 言 い きれ ない の で す 。

(付記)ヨ ッヘ ン ・シ ュ ミ ッ ト氏 よ り次 の よ う

な ご 案 内 が あ りま した 。ITIド イ ツ支 部 の 主催 で, 

1988年6月10日 か ら15日 にか け て 「パ フ ォー マ ン

ス を こえ て-舞 踊研 究 の 今 は」 とい うテ ー マ の 総

会 が あ りま す 。 場 所 は ドイ ツの エ ッセ ン。 イギ リ

ス の ジ ョ ン ・ブ ラ ッキ ング氏, ア メ リカ リ ン カー

ン ・セ ン タ ー舞 踊 コ レ クシ ョ ンのG. オ ス ワル ド

氏 らの講 演 が 予 定 され て い ます 。 ま た, 同 時期 に, 

エ ッセ ンで, ピ ナ ・バ ウ シ ュ, ラ イハ ル ト ・ホ フ

マ ン, タ ン ツ ・フ ォー ラ ム ・ケ ル ン の公 演 もあ る

そ う で す 。 詳 細 は 市 川 雅 氏(電 話03(368)

5888)ま で 。

*1987年 度 春 季 第23回 舞 踊 学 会

『舞 踊學 』10-2号 よ り転 載
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